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J六号をお届けする。
平成一九年（二
OO
七）皮はオープン・リサーチ・センターの二年目となり、多くの事業活動や研究活動
がより活発に行なわれた。そのうち、特筆されることは、東亜同文書院と愛知大学史の展示室を大幅にリニュ！アルし、展示室も六室となったことである口とりわけ、書院最後の学長で、実質的な本学の創設者である本間喜一先生の一室を新設できたことは、本学の精神的基盤を具体化した画期的事業ともいえる。しかも、各展示のコーナーには日本語、英語、中国語の音声ガイドシステムを設置 、統一 な説明を聞け ことになり、この世界では本学が先進的地位を得ることになった。また、定員四
O
名弱の講義室も完成し、
VD
による「東亜同文書院から愛知大学の歩み」も完成し、上映できるほか、新入生と卒業生に配布するこ
とにもなった。研究会や会議もできる部屋になり、今後の利用の高まりが期待できる。また、念願の書庫と閲覧室が設けられ、既存の 卒業生の方々からの寄贈書や資料に加え、昨年夏には、熊本の蔵居良造氏の御遺族からの五千冊に及ぶ書籍と雑誌も収蔵でき、「蔵居文庫」
のコーナーも誕生した。
『愛知大学史研究』が創刊されたのも、今後の愛知大学史研究の礎 つくった いえ
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本号では
いくつかの研究会活動のうち、本学名誉教授の池上先生に書院生長後の学年が過した寓山県の
呉羽分校の貴重な経験発表分を収録させていただいた。次いで、最後の国際シンポジウムとなった
「日中研
究者による東亜同文書院研究」
の概要を収録した。これは昨年度本誌で収録した上海交通大学でのシンポ
ジウムの日本での再現版であり、詳細は本年度の年報をご参照いただきたい。また、平成一九年度東珂同文書院記念基金会の受賞者浅川氏の関係の文面と推薦者の一文を収録し 。浅川氏がテニスを通じて、中国の人々や指導者と交流し、交友関係を築いていったことが伝わってくる。そして、武井氏による当センター所蔵資料目録の継続分も収録した。最後に当センターの の一年間の活動記 と前述し 当センター施設の整備状況をお示ししたので、ご一覧いただければ以上の状況が伝わることと思う。
本年度も福岡（一
O
月）と弘前（七月）
での展示と講演会をはじめ、多くの諸事業、活動が目白押しであ
る。当センターの発展に今後とも御声援、御協力いただけたら幸いである。
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